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概要(ABSTRACT)
DTLやRFQの入力カツプラーとWR 1 ８ 0 0矩形導波管を接続する際に必要な曲
がった導波管の基本寸法を計算コードHFSS (High Frequency Structure Simulator)を利用
して求めた。
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WR1800矩形導波管とDTL及びRFQの入力カップラーを接続するには、１潮f導波
管をＥ面内で曲げる必要がある。曲げ角はDTLの場合は３ ０度、RFQの場合は4 5
度である。実際は２つの導波管を必要な角度で斜めに接続して製作する。ただし、反射
をなくすため、接続部の角を落とす。
導波管の断面寸法をａ×b     a>b)とし、曲げ角をβとする。この時接合部の導波
管の断面寸法はａ×do  (do = b/c o s   (6/２) )である。角を落とした後の寸法
をａ×ｃとする。（右下の図を参照)   c/doを変えて反射を損碇し最適値を決定する。
今回HFSSを用いて反射係数を計算した。結果が下図である。実線がHFSSによ
る計算結果、波線が参考にしたＳ-バンドの実験値に合わせた線である。反射が０の近
傍では両者の一致は非常に良い。ざらに９０度に関しては小野ざんの実験結果があり、
図中で「田」印で示してある。これはHFSSの結果と見事に一致している。
今後、実際に曲がった導波管を作る時、以上の結果から設計値としてHFSSの計算
結果を使用して良いと判断できる。
最後に具体的な数値を示しておく。

β＝３０．の場合、c = 2 1 7.   8    mm、
β＝４５°の場合、c = 2 １ ０.   3    mm，
0 = 9 0。の場合、c = 1 9 0.   7    mm
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A,=69.4cm, a=45．7cm, b=22.9cm
〃入= 0.76
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